
個人情報保護法4/1から
架空請求に要注意！
スポーツ少年団
活 動 記 録
地域の子どもは地域で守る
ふるさとクロスワードパズル
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今
日
、『
個※
　

人
情
報
』
を
利
用
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
、

私
た
ち
の
生
活
は
大
変
便
利
な
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
反
面
、『
個
人

情
報
』
が
誤
っ
た
取
扱
い
を
さ
れ
た
場
合
、
個
人
に
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
被

害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
り
、
国
民
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
不
安
も
高
ま

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、『
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
』
が
平

成
15
年
5
月
に
成
立
し
、
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律
で
は
、
国
民
が
安
心

し
て
高
度
情
報
通
信
社
会
の
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
で
き
る
よ
う
、
個
人
情
報
の
適

正
な
取
扱
い
を
求
め
て
い
ま
す
。

※
個
人
に
関
す
る
情
報
で
、
こ
れ
に
含
ま
れ
る
名
前
、
生
年
月
日
、
そ
の
他
の
記
述
に
よ
り
、

特
定
の
個
人
を
識
別
で
き
る
情
報
を
指
し
ま
す
。

個人情報保護法
の

ポイント
ポイント1

個人情報の有用性に配慮し

ながら、個人の権利や利益を

保護することを目的としてい

ます。

ポイント2

①この法律は、民間の事業者

の個人情報の取扱いに関し

て共通する必要最小限のル

ールを定めています。

②この法律の仕組みは、事業

者が、事業等の分野の実情

に応じ、自律的に取り組む

ことを重視しています。

消
費
者
は
何
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
の
？

個
人
情
報
保
護
法
に
は
、
事
業
者
が
保
有

す
る
個
人
デ
ー
タ
に
関
し
て
『
本
人
が
関
与

で
き
る
仕
組
み
』が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
法
律
の
全
面
施
行
に
よ
り
、
個
人
情

報
取
扱
事
業
者
に
対
し
て
、
次
の
措
置
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

質問
個人情報保護とプライバシー保護とはどのよう

に違うのですか？

個人情報保護はプライバシーを含む個人の権利や

利益の侵害を未然に防ぐことをねらいとしています。

個人情報の取扱いとは関係のないプライバシーの問題な

どは、この法律の対象とはなりません。民法上の不法行為

や刑法上の名誉毀
き

損
そ ん

罪等によって図られることになります。

この法律によって、消費者にはどのような

メリットがあるのですか？

消費者は、事業者の個人情報の取扱いに不安を

感じたような場合、自分に関する情報の開示や

訂正、利用停止等を自ら求めることができるように

なります。また、個人情報に関する苦情がある場合

には、問題の事業者に直接申し出るだけでなく、認

定個人情報保護団体や地方公共団体などにご相談で

きるようになります。

A

Q

A

Q
？

本人
私の個人データを

見せてください！

この個人データは

間違っています！

個人データの利用を

止めてください！

事業者へ
の求め

個人情報取扱事業者
開　示
本人に開示しなければなりません。

訂　正
内容に誤りがあるときは、訂正、追加または
削除を行わなければなりません。

利用停止
この法律の義務規定に違反していることが判
明したときは、利用停止または消去を行わな
ければなりません。
※本人または第三者の生命、身体、財産その他の権利
や利益を害するおそれがある場合などは、開示しな
いとこができます。

※

※法定代理人、本人が委任した代理
人を通じて求めることもできます。
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彦
根
市
・
豊
郷
町
・
甲
良
町
・
多
賀
町

合
併
協
議
会
の
解
散
に
つ
い
て

彦
根
市
・
豊
郷
町
・
甲
良
町
・
多
賀
町
合
併
協
議
に

つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
12
月
「
広
報
た
が
」
で
経
過
を

お
知
ら
せ
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

2
月
9
日
、
ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ
に
て
第
22
回
彦

根
市
・
豊
郷
町
・
甲
良
町
・
多
賀
町
合
併
協
議
会
が
開

催
さ
れ
、
協
議
の
中
で
、
全
委
員
か
ら
今
ま
で
協
議
し

て
き
た
感
想
や
思
い
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

合
併
協
議
会
の
解
散
が
決
ま
り
、
非
常
に
残
念
な
結
果

と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
、
多
賀
町
の
行
政
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国

の
地
方
分
権
や
三
位
一
体
改
革
、
ま
た
県
の
財
政
改
革

な
ど
が
推
進
さ
れ
、
ま
す
ま
す
厳
し
い
町
財
政
運
営
に

な
っ
て
く
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
行
財
政
改
革
を
尚
一

層
推
進
す
る
と
と
も
に
、
合
併
協
議
に
関
係
し
ま
し
た

他
市
町
の
動
向
も
見
な
が
ら
、
よ
り
よ
き
方
向
に
進
め

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
、

住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

多
賀
町
長
　
夏
原
　
　
覚

裁判所や弁護士をかたる

に要注意!!
請求根拠が不明確な何らかの料金を、はがきで脅迫的に請求

する手口が横行しています。

右のはがきのように「法律事務所」や公的機関をもっともら

しく名乗って信用させようとしたり、「裁判をおこした」「裁判

取り下げ最終期日」などと期限をつけて脅したりする場合があ

り、注意が必要です。

被害にあわないために、次のことに注意してください。

【注意すること】
・通知書に書いてある電話番号には、絶対に電話してはいけま

せん。

・裁判所から発送される「特別送達」は、はがきや普通郵便で

届くことはあり得ません。ただし、裁判所からの正式な通知

だった場合は、身に覚えがなくても放置せず、まず消費生活

センターにご相談ください。

・請求のはがきは、証拠としてしばらく保管してください。

滋賀県立消費生活センター

〒522－0071 滋賀県彦根市元町4－1

（電）23－0999

▲町内の方に届いた架空請求のはがき

架 空 請 求



高
齢
者
の
運
動
へ
の
参
加

寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
た
め
に
、
高
齢
者
の

方
も
ぜ
ひ
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
始
め
ま
し
ょ

う
！

筋
繊
維
は
成
長
と
と
も
に
太
く
な
り
、

老
化
が
始
ま
る
と
細
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
少

し
で
も
筋
肉
を
太
く
し
た
り
、
細
く
な
ら
な
い

よ
う
に
維
持
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

『
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
』と
い
う
と
か
な
り
ハ
ー

ド
な
イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、
最
初
は
イ
ス
に
座
っ

て
手
を
上
に
あ
げ
た
り
、
頭
の
後
で
手
を
組
ん

で
ウ
エ
ス
ト
を
左
右
に
ね
じ
っ
た
り
倒
し
た
り

左
右
の
腿
を
交
互
に
上
げ
下
げ
し
た
り
、
ま
た

首
を
前
後
左
右
に
ゆ
っ
く
り
倒
し
た
り
と
い
っ

た
、
本
当
に
簡
単
な
こ
と
か
ら
始
め
ま
す
。
必

ず
筋
肉
を
意
識
し
な
が
ら
行
い
、
長
く
続
け
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
慣
れ
て
き
た
ら
少
し
ず
つ

物
を
使
っ
て
負
荷
を
か
け
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

多
賀
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

保
護
者
指
導
者
研
修
会

2
月
5
日
、
あ
け
ぼ
の
パ
ー
ク
多
賀
で
第
6

回
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
保
護
者
指
導
者
研
修
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
に『
う
え
だ
メ
デ

ィ
カ
ル
治
療
院
』
院
長
の
上
田
勝
明
先
生
を
招

き
、「
ジ
ュ
ニ
ア
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導
と
傷
害
予

防
」
と
題
し
て
、
夢
を
抱
い
て
ス
ポ
ー
ツ
に
励

体
指
の
か
わ
ら
ば
ん

3
月
6
日
、
今
や
冬
の
恒
例
と
な
り
ま
し

た
屋
内
エ
ン
ジ
ョ
イ
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー
が
海
洋

セ
ン
タ
ー
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大

人
に
は
お
な
じ
み
の
ス
マ
イ
ル
ボ
ウ
リ
ン
グ

や
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
、
ま
た
、
ペ
タ
ン
ク
と
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
を
合
体
さ
せ
た
ペ
タ
ビ
ン
ゴ
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ゲ
ー
ム
を
体
験
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
チ
ー
ム
対
抗
の
得
点
を
競
っ
て
各

賞
も
狙
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
、
お
楽
し
み

も
あ
り
ま
し
た
。
3
月
に
入
っ
た
と
は
い
え
、

ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
体

育
館
の
中
は
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん

の
熱
気
で
寒
さ
を
感
じ
る
こ
と
も
な
く
、
い

ろ
い
ろ
な
種
目
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
た
様

子
で
し
た
。
成
績
発
表
と
各
賞
の
発
表
の
後

は
、
特
製
豚
汁
で
お
腹
も
満
た
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
半
日
の
短
い
ひ
と
時
で
し
た
が

冬
の
終
わ
り
の
休
日
を
心
身
と
も
に
心
地
よ

く
過
ご
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
現
在
、
多
賀
町
で
は
文
部

科
学
省
の
国
策
の
下
、
行
政
に
頼
ら

な
い
民
間
主
導
の
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
設
立
に
向
け
、
現

在
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
具
体
的
な
設
立
に
向
け
て
の
案

を
検
討
中
で
す
が
、
こ
れ
は
住
民

の
皆
さ
ま
の
お
力
を
借
り
な
が
ら

進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

や
設
立
準
備
委
員
の
選
定
な
ど
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
こ
と
に
関
し
て
目

に
す
る
こ
と
、
耳
に
す
る
機
会
が
多

く
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ

れ
は『
多
賀
町
民
に
よ
る
多
賀
町
民

の
た
め
の
多
賀
町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
』
だ
と
い
う
こ
と
を
少
し
頭
に

留
め
て
お
い
て
い
た
だ
き
、
ご
協
力

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

総合型地域スポーツクラブとは
多世代多志向多種目により活動するスポーツクラブです。多賀町の皆さんが求め
るクラブはどのようなものでしょうか。そして、どんなスポーツクラブができるので
しょうか！行政の支援を受けながら住民が自主的に立ち上げ、そして自主運営する
クラブが「総合型地域スポーツクラブ」です。

む
子
ど
も
を
少
し
で
も
傷
害
か
ら
守
ろ
う
と

テ
ー
ピ
ン
グ
な
ど
の
実
技
を
交
え
て
お
話
し
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
よ
そ
70
人
の
指
導
者

や
保
護
者
の
方
が
参
加
さ
れ
、
日
ご
ろ
知
ら
ず

に
放
っ
て
お
い
た
こ
と
や
気
に
な
っ
て
い
た
こ

と
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
、
柔
軟
性
の
大
切
さ

と
そ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
な
ど
も
紹
介
さ

れ
、
と
て
も
充
実
し
た
2
時
間
で
し
た
。
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、「
年
齢
に
応
じ
た
練
習
方
法
が

あ
る
こ
と
や
、
応
急
処
置
、
ス
ト
レ
ッ
チ
法
、
テ

ー
ピ
ン
グ
の
実
技
が
わ
か
り
や
す
く
紹
介
さ

れ
、
と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
」
と
い
う
感
想
が

多
く
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
の
プ
レ
ー
中
や

ご
家
庭
で
も
役
立
て
て
い
た
だ
け
る
こ
と
で
し

ょ
う
。
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バレーボールを通して
学んだこと
多賀kidsバレーボールスポーツ少年団
大久保彰人
僕は、2年生からバレーボールを始めま

した。練習はとても辛く先生から指導さ
れたことが、なかなか自分のものにでき

ず悩む時もありました。またキャプテンという責任に精神
的につぶれそうになったけれど、チームの皆がいてくれた
からがんばれました。全国大会には出場できなかったが、
夏・秋は県大会で優勝し、夏の近畿スポーツ少年団交流大
会でブロック優勝。秋の近畿選手権大会で、3位となり本
当にうれしかったです。ここまでがんばれたのは、先生方
や保護者の方のお陰だと思います。「ありがとうございまし
た。」バレーボールを通して学んできたことを中学校にいっ
ても、大いに生かしがんばりたいです。

活動を振り返って…
大滝ミニバスケットボールスポーツ少年団
神細工　渚
私は、大滝ミニバスケットに入ったの

が、2年生の時でした。入った時は「大変
だなぁ。」とはあまり思いませんでした。
でも、1年、1年と上がって行くと「大変

だなぁ。」とか「つらいなぁ。」と思う日が増えてきました。
「やめたい。」と思った時もありました。でも、新しいこと
ができると、すごくうれしかったです。私は5年間ミニバ
スケットをやってきて、いろいろ学びました。中学校でも、
ルールはちがうけどバスケットをやりたいです。

柔道を習ってきて
大滝柔道スポーツ少年団
澤田藤洋智
僕は、三年生から柔道を習い、まず最

初に覚えた技は背負い投げでした。1カ月
ほどしてから初試合があり、負けてしま
った。その時僕はくやしかった。でも、

泣きはしなかった。そして練習に励み、2回目の試合…。1
回戦は勝った。2回戦には負けたけれど、努力賞をもらえ
ビックリしました。いろんな大会へ出て2つメダルをとれ
て、その時はうれしかったです。また、5年6年と鹿児島に
も柔道の試合で行きました。2日目が試合で、今年、「団体
戦」1回戦、僕は、技をかけにいって押さえ込みで勝ちま
した。2回戦は負けてしまったので、ぜひ来年の5，6年に
は優勝してほしいです。

バスケットボールを通して、
得たこと
TAGAミニバスケットボールスポーツ少年団
青山　　桃
私は、小学校三年生からバスケットを

始めました。初めは練習もえらくて失敗
ばかりでしたが、徐々にドリブルやシュ

ートができるようになって、楽しいものに変わりました。
多くの試合にも参加して、勝って喜んだり、負けて悔しい
思いをしたりしましたが、いろいろな地域の人達と友達に
なれたことがとてもうれしいです。これは、バスケットを
続けていたからだと思います。中学生になってもバスケッ
トボールを続けたいと思います。練習が辛い時もあると思
いますが、がんばって練習したいです。そしてもっと多く
の友達をつくりたいと思います。

剣道に入って
多賀少年剣道スポーツ少年団
竹村　和樹
三年の時に剣道に入って、最初はへた

くそで試合に出ても全然勝てなくて、試
合に負けるとくやしくていつも泣いてい
ました。だから一生けん命練習しました。

何回も練習していくうちに試合にも勝てるようになりまし
た。努力したら勝てるという自信も付きました。今度の目
標はチームで勝つことです。中学校に行っても続けたいと
思います。

野球から学んだこと
多賀少年野球スポーツ少年団
田中　良樹
僕は、みんなより少し遅く少年野球に

入団しましたが、監督やコーチ、チーム
のみんなから教えてもらったりはげまさ
れたりしながら、打つ、走る、捕る、投

げる野球だけでなく今では考える野球が楽しくてたまりま
せん。今年は全国大会に5年連続出場し、その大舞台で準
優勝というすばらしい感動と喜びを味わうことができまし
た。この野球を通して「スポーツの楽しさ」「仲間の大切さ」
「多くの人達との出会い」というかけがえのない経験ができ
ました。みなさんも少年野球をのぞいてみてください。き
っと何かを得ることができると思います。

空手を習って
日本正剛館空手道湖東多賀スポーツ少年団
川上　賢人
ぼくは、小学校2年生のころから空手

を習っています。空手を習い始めた頃に
できなかったことが今はできます。去年
の西日本大会個人組手では初戦で負けた

ので、もっともっと強くなって試合では1勝そして優勝。
年に2回ある昇級審査では今、ぼくは黄帯なので黒帯をめ
ざして練習がんばりたいです。
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お問い合わせ先
B&G多賀海洋センター

有線●2-1625 電話●48-1625 ファクシミリ●48-1884
E-mail bg@tagatown.jp

学校体育と地域スポーツ
学校と地域のスポーツ活動は相互に補完しあい
ながら子どもの健全な育成に機能します。

企業スポーツと地域スポーツ
地域で展開されるスポーツと企業スポーツ
の連携を図ります。

地域（住民）

少年期スポーツと
地域スポーツクラブ

少年期からの一貫指導を
多目的に展開！

競技スポーツと
生涯スポーツ

楽しむスポーツから生まれる
競技スポーツを充実！



お
は
な
し
の
じ
か
ん

絵
本
や
紙
芝
居
を
読
み
ま
す
。
お
話
の
世

界
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

日
時

3
月
19
日
（土）
、
4
月
2
日
（土）
、
同
9

日
（土）
、
同
16
日
（土）

15
時
〜

場
所

絵
本
コ
ー
ナ
ー

草
木
染
展

中
央
公
民
館
の
草
木
染
教
室
の
皆
さ
ん
の

作
品
を
展
示
し
ま
す
。

会
期

3
月
23
日
（水）
〜
同
27
日
（日）

場
所

対
面
朗
読
室

映
画
会

大
き
な
ス
ク
リ
ー
ン
で
ゆ
っ
た
り
と
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

日
時

3
月
26
日
（土）

14
時
30
分
〜

場
所

2
階
大
会
議
室

内
容

『
よ
り
ぬ
き
キ
テ
レ
ツ
大
百
科
』

（
藤
子
・
F
・
不
二
雄
　
原
作
）

「
ワ
ガ
ハ
イ
は
コ
ロ
助
な
り
」
他
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ナ
ゾ
の
生
物
コ
ノ
ド
ン
ト
の

化
石
発
見

こ
れ
ま
で
に
も
多
賀
町
で
は
た
び
た
び
貴

重
な
化
石
が
発
見
さ
れ
、
全
国
の
注
目
を
集

め
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
た
び
は
、
神

奈
川
県
・
宮
崎
県
在
住
の
3
人
の
化
石
研
究

者
に
よ
っ
て
、
コ
ノ
ド
ン
ト
と
呼
ば
れ
る
ナ

ゾ
の
多
い
生
物
の
化
石
が
発
見
さ
れ
学
会
に

報
告
さ
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

聞
き
な
れ
な
い
名
前
で
す
が
、
コ
ノ
ド
ン

ト
と
は
い
っ
た
い
何
者
な
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
化
石
は
、
古
生
代
カ
ン
ブ
リ
ア
紀
〜
中

生
代
三
畳
紀
（
お
よ
そ
5
億
7
0
0
0
万
年

前
〜
2
億
年
）
の
海
底
に
堆た

い

積
し
た
地
層
の

中
だ
け
に
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
平
均

的
な
大
き
さ
は

1
㎜
前
後
と
極

小
サ
イ
ズ
。
形

は
ト
ゲ
の
よ
う

な
も
の
や
櫛く

し

の

よ
う
な
も
の
、

〝
山

　

の
レ
リ
ー

フ
地
図
〞

　

の
よ

う
な
雰
囲
気
の
も
の
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
種
類

が
あ
り
、
私
た
ち
の
歯
と
同
じ
リ
ン
酸
カ
ル

シ
ウ
ム
で
で
き
て
い
ま
す
（
図
1
）。
形
や

成
分
が
動
物
の
歯
と
似
て
い
る
の
で
、
近
年

は
も
っ
と
も
原
始
的
な
魚
類
（
ヤ
ツ
メ
ウ
ナ

ギ
な
ど
）
に
近
い
生
物
の
歯
で
あ
る
と
す
る

説
が
有
力
視
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
す
で
に
絶

滅
し
た
生
物
で
あ
る
た
め
詳
し
い
こ
と
は
ま

だ
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

今
回
報
告
さ
れ
た
化
石
の
中
に
は〝
自
然
集

合
体
〞と
い
っ
て
、型
の
異
な
る
7
種
類
の
コ

ノ
ド
ン
ト
が
集
ま
っ
て
い
る
物
も
あ
り
ま
す

（
図
2
）。こ
う
し
た
自
然
集
合
体
を
調
べ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
名
前
の
つ
け
ら
れ

て
い
た
型
の
違
う
コ
ノ
ド
ン
ト
が
実
は
同
じ

生
物
の
異
な
る
部
品
に
す
ぎ
な
か
っ
た
こ
と

が
初
め
て
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
化
石
が
採
集
さ
れ
た
の
は
、

多
賀
町
白
谷
に
あ
る
チ
ャ
ー
ト
（
プ
ラ
ン
ク

ト
ン
の
死
骸が

い

が
集
ま
っ
て
で
き
た
岩
石
）
と

泥
岩
が
交
互
に
重
な
っ
た
岩
山
で
す
。
こ
の

チ
ャ
ー
ト
や
泥
岩
は
、
陸
か
ら
遠
く
離
れ
た
深

海
底
で
古
生
代
二
畳
紀
終
わ
り
〜
中
生
代
三

畳
紀
始
め
（
お
よ
そ
2
億
5
0
0
0
万
年
）
に

堆た
い

積
し
た
も
の
で
す
が
、
2
億
5
0
0
0
万
年

前
と
い
え
ば
当
時
の
全
地
球
上
の
生
物
の

90
％
が
絶
滅
す
る
と
い
う
大
事
件
の
あ
っ
た

時
代
に
相
当
し
ま
す
。
こ
の
大
事
件
よ
り
新

し
い
時
代
の
地
層
か
ら
も
、
コ
ノ
ド
ン
ト
の

化
石
は
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
彼
ら
が
こ

の
大
事
件
を
ど
の
よ
う
に
し
て
乗
り
切
っ
た

の
か
詳
し
い
こ
と
は
ま
だ
わ
か
っ
て
い
ま
せ

ん
。
い
つ
か
き
っ
と
、
こ
の
小
さ
な
化
石
た

ち
は
生
き
物
の
歴
史
を
力
強
く
語
っ
て
く
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

「
日
下
部
鳴
鶴
と
書
」
講
座

第
2
期
受
講
生
募
集

幕
末
か
ら
明
治
・
大
正
時
代
に
か
け
て

活
躍
し
た
書
家
の
1
人
に
彦
根
市
出
身
の

日く
さ

下か

部べ

鳴め
い

鶴か
く

と
い
う
人
物
が
い
ま
す
。
鳴

鶴
は
近
代
日
本
の
「
書
」の
基
盤
を
確
立
し

た
先
駆
者
と
し
て
知
ら
れ
、「
明
治
の
三
筆
」

の
1
人
に
も
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
講
座
で
は
鳴
鶴
の
書
の
理
念
を
探

り
つ
つ
、
文
字
学
・
東
洋
美
術
学
の
講
義
と

実
習
（
習
字
）
を
通
じ
て
「
書
」
や
「
文
字
文

化
」
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

開
催
日

毎
月
第
3
日
曜
日（
1
年
間
で

10
回
）、
初
回
は
5
月
15
日

時
　
間

9
時
30
分
〜
12
時

会
　
場

文
化
財
セ
ン
タ
ー
研
修
室

受
講
料

無
料

講
　
師

小
林
鳴
竹
先
生

募
　
集

定
員
30
人
（
先
着
順
）、
4
月

17
日
（日）
9
時
か
ら
受
付
。（
博
物
館

窓
口
、
電
話
、
F
A
X
に
て
）
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M U S E U M

I N F O R M A T I O N

多賀の自然と文化の館 

情報BOX博物館
 

博物館
 

お問い合わせ先
多賀の自然と文化の館（多賀町立博物館）

有線●2-2077 電話●48-2077 ファクシミリ●48-8055
休館日●毎週月・火曜日、祝日の翌日

多賀の自然と文化の館ホームページ
http://www.tagatown.jp/akebono/
http://www.biwa.ne.jp/̃taga-mus/
E-mail taga-mus@mx.biwa.ne.jp 

図書館 
ニュース

お問い合わせ先
多賀町立図書館（あけぼのパーク多賀）
有線●2-1142 電話●48-1142

休館日●毎週月・火曜日、毎月最終木曜日、祝日の翌日（平日）
E-mail tosho@tagatown.jp 

5月 

日 月 火 水 木 金 土 

1

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31

2 3 4 5 6 7

4月 

…休館日 

日 月 火 水 木 金 土 

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

1 2

多賀町の 

文化財 
センター通信 

http://www.biwa.ne.jp/~taga-mus/akebono/bunkazai/
有線●2-0348　電話●48-0348 

E-mail bunkazai@tagatown.jp

多賀町の 

文化財 

s図1：さまざまなタイプのコノド
ント化石（古生物辞典から）
多くの場合、こうしたさまざま
なコノドントの化石がバラバラの
状態で採集されます。このため、
同じ生物の前歯と奥歯のような関
係だったとしてもそれを確認する
のは困難です。a.角状コノドン
ト、b.複歯状コノドント、c.板状
コノドント

▼図2：多賀町白谷産コノドント
自然集合体化石（Koike et
al.,2004:Paleontological
Research, vol.8,no.4,pp.241-
253から）
複歯状の7種類の異なるコノ

ドントが組み合わさっているの
がわかります。白い棒の長さは
1㎜です。

多
賀
町
の
城
　
―
桃
原
城
―

桃
原
城
は
、
桃
原
の
集
落
南
方
の
阿
弥
陀

峰
に
位
置
し
ま
す
。
当
地
は
眺
望
が
よ
く
、

古
来
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た
五
僧
越
え
を
押

さ
え
る
こ
と
の
で
き
る
重
要
な
場
所
で
す
。

尾
根
上
の
平
坦た

ん

部
南
側
に
は
長
さ
約
4
6
3

メ
ー
ト
ル
、
高
さ
5
メ
ー
ト
ル
近
く
の
土
塁

を
築
き
、
平
坦
地
の
中
央
部
は
土
塁
で
囲
ん

で
虎
口
（
城
の
入
口
）
を
設
け
て
い
ま
す
。

「
金
剛
輪
寺
下
倉
米
銭
下
用
帳
」
に
は
明

応
4
（
1
4
9
5
）
年
に
京
極
政
高
が
根
拠

地
を
置
き
、
多
賀
新
左
衛
門
経
忠
も
入
城
し

て
兵
糧
・
軍
資
の
調
達
を
行
っ
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
『
近
江
愛
智
郡
志
』。

桃
原
城
は
、
城
郭
施
設
に
一
般
的
な
堀
切

の
痕こ

ん

跡
が
あ
ま
り
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
馬
を
飼
っ
て
い
た
牧
場
跡
と
い
う
説

（『
滋
賀
県
中
世
城
郭
分
布
調
査
5
』）
も
あ

り
ま
す
。

移動図書館さんさん号　巡回のお知らせ 

巡 回 場 所 ・ 駐 車 時 間  
 

第
1
・
3
金
曜
日
 
第
2
・
4
火
曜
日
 

4
月
 

1
・
15

12
・
26

5
月
 

6
・
20

10
・
24

6
月
 

3
・
17
 

14
・
28

7
月
 

1
・
15

12
・
26

8
月
 

5
・
19

9
・
23

9
月
 

2
・
16

13
・
27

藤 瀬  

（草の根ハウス前） 

10:10～10:35

大 君 ヶ 畑  

（集会所前） 

10:10～10:35

川 相  
（皆様の店くぼ 
駐車場） 

10:45～11:10

多賀清流の里 

（ 玄 関 ） 

10:55～11:30

大滝小学校  

（渡り廊下） 

12:50～13:30

多賀小学校  

（ 玄 関 ） 

13:00～13:40

大 杉  

（自警団車庫横） 

14:00～14:30

犬上ハートフル 
セ ン タ ー  
（ 玄 関 ） 
14:00～14:35

萱原保育所  

　 

14:50～15:20

猿 木  

（西光寺前） 

15:10～15:35

富之尾保育園 

（近隣駐車場） 

15:40～16:15

多 賀
ささゆり保育園 
（ 玄 関 ） 
15:50～16:20

（平成17年4月～同9月） 

※ 

利用カードも本も、図書館と共通です。 
読みたい本が見あたらない場合はリクエストをしてください。ご用意いたします。 
天候等の都合で巡回中止になる場合はご容赦ください。 

※印は第4火曜日 
のみの巡回です。 

▲（『滋賀県中世城郭分布調査5』滋賀県教育委
員会）から



多
賀
中
学
校
修
学
旅
行

多
賀
中
学
校
2
年
生
が
、
2
月
23
日
か
ら
25
日
ま
で
、
関
東
方
面
へ
修
学
旅
行
に
行
き
ま
し

た
。
春
一
番
が
吹
い
た
り
、
雪
が
降
っ
た
り
し
ま
し
た
が
、
楽
し
い
思
い
出
が
た
く
さ
ん
つ
く

れ
ま
し
た
。

♪
地
元
の
間
伐
材
を
利
用
し
た

机
と
イ
ス
が
や
っ
て
き
た
♪

木
の
学
習
机
整
備
モ
デ
ル
事
業
に
よ
り
、
大

滝
小
学
校
に
地
元
産
の
ヒ
ノ
キ
間
伐
材
を
利

用
し
た
木
の
机
と
イ
ス
が
入
り
ま
し
た
。
木
の

ぬ
く
も
り
の
あ
る
真
新
し
い
机
と
イ
ス
で
、
児

童
も
大
喜
び
で
し
た
。
山
の
大
切
さ
や
山
に
対

す
る
関
心
を
深
め
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
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奈
良
市
の
事
件
、
寝
屋
川
市
の
事
件
を
は

じ
め
子
ど
も
に
関
す
る
事
件
が
連
日
、
新

聞
･
テ
レ
ビ
で
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
学
校

の
危
機
管
理
と
と
も
に
、
地
域
の
方
々
に
よ

る
子
ど
も
を
見
守
る
目
が
あ
ら
た
め
て
大
切

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

多
賀
町
に
お
い
て
も
地
域
教
育
力
・
体
験

推
進
協
議
会
か
ら
声
が
あ
が
り
「
地
域
で
子

ど
も
を
守
る
取
り
組
み
を
し
て
い
こ
う
」
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

町
内
各
団
体
が
、
そ
れ
ぞ
れ
子
ど
も
の
安

全
を
守
る
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
る
の
で
す

が
、
そ
れ
が
十
分
に
周
知
さ
れ
て
い
な
い
の

が
現
状
で
す
。
そ
こ
で
、
子
ど
も
の
安
全
に

か
か
わ
る
諸
団
体
が
一
同
に
会
し
、
お
互
い

の
活
動
を
知
り
連
携
を
図
る
契
機
と
な
る
こ

と
を
願
っ
て
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
各
団
体
か
ら
92
人
の
参
加
者
が

あ
り
、
彦
根
警
察
署
生
活
安
全
課
長
田
中
敏

雄
さ
ん
の
基
調
講
演
を
受
け
た
後
、
10
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
分
散
会
が
持
た
れ
ま
し

た
。
現
在
の
取
り
組
み
の
課
題
か
ら
始
ま
っ

て
、
解
決
方
法
、
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と

な
ど
「
多
賀
の
子
ど
も
の
安
全
を
守
る
」
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
熱
心
な
話
し
合
い
が
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
近
所
づ
き
あ
い
や

あ
い
さ
つ
の
大
切
さ
を
再
認
識
さ
れ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。

今
後
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
幅
広
い
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

大
人
が
変
わ
れ
ば

子
ど
も
も
変
わ
る

青
少
年
育
成
町
民
会
議
副
会
長川

本
　
　
肇

今
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
社
会

情
勢
や
生
活
環
境
の
変
化
に
よ
り
決
し
て
良

い
状
態
に
あ
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
、
我
々
大
人
社
会
が
、
あ
ま
り
に

も
個
性
を
大
切
に
と
い
う
偏
執
や
人
間
関
係

の
希
薄
化
に
よ
る
物
事
に
対
す
る
無
関
心
に

よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

個
性
を
大
切
に
と
い
う
な
ら
ば
、

他
人
の
個
性
も
大
切
に
、

人
を
思
い
や
る
心
を
大

切
に
持
っ
て
ほ
し
い

も
の
で
す
。

ま
た
、
車
社
会

と
い
う
べ
き
現
在
、

日
ご
ろ
の
ち
ょ
っ

と
し
た
隣
人
や
地
域

の
人
と
の
出
会
い
の

不
足
等
も
原
因
の
一
つ

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
は
、
我
が
村
で
あ
っ
た
あ
る
集
会
で

の
出
来
事
で
す
。
あ
る
年
配
の
人
が
、
集
会

の
司
会
を
し
て
い
る
中
年
の
人
を
見
て
、

「
あ
の
子
ど
こ
の
子
」
と
質
問
さ
れ
ま
し
た
。

以
前
な
ら
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
か
と
思
わ
れ

ま
す
。
こ
れ
も
出
会
い
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
不
足
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

地
域
で
子
育
て
も
当
た
り
前
、
あ
い
さ
つ
や

声
掛
け
も
普
通
に
行
わ
れ
て
い
た
時
代
に
は

考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ

う
か
。

今
、
我
々
大
人
が
変
わ
る
た
め
に
は
、
人

と
人
と
の
出
会
い
、
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
、

な
に
ご
と
に
も
関
心
を
持
ち
、
参
加
意
識
を

高
め
て
い
く
こ
と
が
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環

境
浄
化
に
必
要
な
一
つ
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
の
た
め
に
青
少
年
育
成
町
民
会
議
で

は
、
で
き
る
限
り
人
と
人
と
の
出
会
い
の
機

会
を
つ
く
る
努
力
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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公民館だより有線　3-3962・3-3740
電話　48-1800 E-mail s-ed@tagatown.jp

い
く
せ
い
★

多
賀
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

教育委員会学校教育課
（有）2-3741 （電）48-8123
E-mail g-ed@tagatown.jp

地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
守
る

中
央
公
民
館
で
「
子
ど
も
を
守
る
環
境
づ
く
り
研
修
会
」
開
催

▲分散会での活発な意見交換▲日本テレビにて

▲劇団四季「ライオンキング」を観劇しました

▲国会議事堂にて▲思い出に残る修学旅行も終了（米原駅にて）

▲田中敏夫さんの講演

▲町内の落書き消し（社会環境部会の取り組み）



児　童　館
㈲3－3962 （電）48－1800

開館日 火～日曜日（ただし、祝祭日休館）
開館時間 9：00～17：00
子育てサークル パオパオの活動日

3月24日（木） お別れ会
3月31日（木） お休み
4月 7日（木） H17年度の活動開始

気軽に来てくださるのをお待ちしています。
詳しくは、児童館・図書館に掲示されているポスターを
ご覧ください。

保育園情報♪♪
萱原保育所子育て支援事業
3月2日、萱原保育所で子育て支援事業として、キティ
ーちゃんの日をしました。

萱原にお住まいの箏
そう

曲奏者川岸 子先生にお越しいた
だいてお琴の調べをみんなで聴きました。
その日は祖父母の方もお招きし『うれしいひなまつり』
や春の曲、懐かしい童謡、唱歌をお琴の演奏に合わせて
一緒に歌も歌いました。
子どももお琴にふれ、その美しい音色にうっとり。心
いやされる日となりました。
おひな様のリースも、みんなのなごやかな表情をみ

て、ニッコリほほえんで見守ってくれているようでした。

子育て支援センター
㈲2－1025 （電）48－1025

昨年4月からオープンしている子育て支援センター
「にこにこ広場」です。1年間、多くの親子が利用して
くださり、広場の部屋がいっぱいになることもありま
した。17年度からは4広場に広げて実施します。

《それぞれの広場の対象者》
赤ちゃんペンギン広場
平成16年4月2日以降に生まれた子どもと保護者
ペンギン広場
平成15年4月2日から平成16年4月1日までに生ま
れた子どもと保護者
カンガルー広場
平成14年4月2日から平成15年4月1日までに生ま
れた子どもと保護者
キリン広場
平成11年4月2日から平成14年4月1日までに生ま
れた子どもと保護者
園庭開放
火・金・土曜日　9：00～12：00
にっこり広場
月曜日～金曜日　9：00～12：00
出前広場（敏満寺清涼ファミリー・ステーション）
「にっこりメール」でお知らせします。
子育て相談
さまざまな子育ての相談だけでなく、井戸端会議
のように集まってきた皆さんとお話しすることで、
悩みや迷いの解決への糸口にしてみませんか。楽
しい子育てができるお手伝いをさせていただいて
います。
電話や面接・来館によりご相談ください。

【登録について】
子育て支援センターの広場に参加ご希望の方は、事前
登録をしていただくと、いろいろな情報（毎月）をお知ら
せします。なお、平成17年度から年間登録費用を徴収さ
せていただきます。
4月16日（土）までに子育て支援センターまでお越しい

ただき登録してください。

隆隆 一 
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乳
が
ん
…
乳
房
の
な
か
に
あ
る
乳
腺
（
母

乳
を
つ
く
る
と
こ
ろ
）
に
発
生
す
る
悪
性

腫し
ゅ

瘍よ
う細

胞
が
が
ん
化
し
て
増
え
は
じ
め
る
と
、

し
こ
り
に
な
り
ま
す
が
、
初
期
に
は
ほ
と
ん

ど
痛
み
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
ま
ま
放
置
し

て
お
く
と
、
多
く
の
場
合
、
乳
腺
の
外
に
ま

で
が
ん
細
胞
が
増
殖
し
、
血
管
や
リ
ン
パ
管

を
通
っ
て
、全
身
へ
と
拡
が
っ
て
い
き
ま
す
。

し
か
も
、
初
期
に
は
全
身
の
症
状
が
な
い

た
め
、
放
置
さ
れ
や
す
い
の
で
す
。

今
、
日
本
女
性
の
30
人
に
1
人
が
乳
が
ん

に
か
か
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
残
念
な
が

ら
乳
が
ん
の
予
防
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

早
期
な
ら
約
90
％
の
方
が
治
り
ま
す
。

早
期
発
見
の
た
め
に
、
自
己
検
診
や
、
マ

ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
な
ど
に
よ
る
定
期
検
診
が
大

切
な
の
で
す
。

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
…
乳
房
専
用
の
Ｘ
線
撮
影

乳
房
は
や
わ
ら
か
い
組
織
で
で
き
て
い
る

た
め
専
用
の
Ｘ
線
撮
影
装
置
を
使
用
し
ま

す
。
乳
房
を
圧
迫
板
で
は
さ
む
た
め
多
少
の

痛
み
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
早
期
発

見
の
た
め
に
は
効
果
的
な
検
査
方
法
で
す
。

多
賀
町
で
は
厚
生
労
働
省
の
指
針
に
よ
り

平
成
16
年
度
か
ら
、
乳
が
ん
検
診
に
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
を
導
入
し
ま
し
た
。
対
象
年
齢
は

40
歳
以
上
で
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
と
視
触
診

の
併
用
の
検
診
を
行
っ
て
い
ま
す
。
受
診
は

2
年
に
1
回
と
な
り
ま
す
。

子
宮
が
ん
…
子
宮
頸
が
ん
と
子
宮
体
が
ん

子
宮
頸
が
ん
は
子
宮
頸
部
に
で
き
る
が
ん

で
す
。原
因
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

最
近
、ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
と
い
う
、

皮
膚
や
粘
膜
に
良
性
の
腫し

ゅ

瘍よ
う

を
つ
く
る
ウ
イ

ル
ス
が
、
子
宮
頸
が
ん
に
大
き
な
か
か
わ
り

が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。ウ
イ
ル
ス
は
、

子
宮
粘
膜
の
傷
か
ら
子
宮
細
胞
の
中
に
取
り

込
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
子
宮
頸
が
ん

は
感
染
症
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

子
宮
体
が
ん
は
子
宮
の
奥
の
部
分
に
で
き

る
が
ん
で
す
。
一
般
に
子
宮
頸
が
ん
よ
り
か

か
る
年
齢
が
高
く
、
閉
経
後
の
女
性
に
多
く

見
ら
れ
ま
す
。
発
症
に
は
女
性
ホ
ル
モ
ン
の

一
種
が
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

っ
て
い
ま
す
。
子
宮
が
ん
の
自
覚
症
状
は
不

正
出
血
と
お
り
も
の
の
異
常
で
す
が
、
進
行

が
比
較
的
遅
い
た
め
、
早
期
発
見
の
で
き
る

が
ん
検
診
が
有
効
と
な
り
ま
す
。

特
に
子
宮
頸
が
ん
は
感
染
症
と
の
関
連
も

あ
り
、
他
の
が
ん
と
違
い
、
若
年
層
で
の
急

激
な
増
加
が
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

多
賀
町
で
は
、厚
生
労
働
省
の
指
針
に
よ
り
、

17
年
度
か
ら
、
対
象
者
年
齢
を
20
歳
以
上
と

し
、2
年
に
1
回
の
受
診
と
す
る
予
定
で
す
。

な
お
子
宮
体
が
ん
に
つ
い
て
は
例
年
ど
お
り

「
不
正
出
血
が
あ
る
」
等
の
一
定
の
条
件
に

あ
て
は
ま
る
方
を
対
象
に
医
療
機
関
に
て
実

施
し
て
い
く
予
定
で
す
。
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保健師です

こんにちは！

福祉保健課（有）2-2021（電）48-8115
E-mail hoken@tagatown.jp

乳
が
ん
検
診
、
子
宮
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

「認知症（痴ほう）」の正しい認識を
痴ほうに対する誤解や偏見の解消を図る

一環として、厚生労働省では「痴ほう」に替

わる用語として、昨年12月24日から「認知

症」を使用することになりました。

《用語が替わる主な3つの理由》

1．侮
ぶ

蔑
べ つ

感を感じさせる表現だから

「痴ほう」という言葉には「あほう・ばか」

といった侮
ぶ

蔑
べ つ

的な意味合いが伴い、本人や

家族の感情を傷つける場合も多いと思われ

ます。

2．「痴ほう」の実態を正確に表していない

「痴ほう」という言葉は、「痴ほうになると

何もわからなくなってしまう」という誤った

イメージを与える表現です。

3．早期発見・早期診断の取り組みの支障に

なっているから

発症や進行を遅らせるためには早期発

見・早期診断が重要なのに、「痴ほう」という

表現がもたらす羞
しゅう

恥
ち

心
し ん

や恐怖心が診断など

を受けづらくしています。

「痴ほう」とは、成人に起こる認知（知能）障

害です。「認知障害」という言葉は、すでに精神

医学の領域で多様に使われているため、混乱

をさけるために認知機能に関するなんらかの

“症状”を有する状態（病気の状態）を表わす

表現ということで、「認知症」に決まりました。

現在、85歳以上の4人に1人が認知症と

いわれています。また、2003年に厚生労働

省から報告された「2015年高齢者介護」に

よると、要介護（要支援）認定者の2人に1人

が認知症であることがわかっています。

認知症の人を支援していくために必要な

ことは、私たち一人ひとりが身近な問題とし

てとらえ、正しい知識をもって取り組んでい

くことが必要です。

「認知症」の高齢者は、記憶障害が進行し

ていく一方で、感情やプライドは保持されて

いるため、外界に対して強い不安を抱くとと

もに、周りの対応によっては、焦燥感、喪失

感、怒り等を感じやすくなります。

このため、認知症の人にこそ、その人の人

格やそれまでの生活を尊重するという「尊厳

の保持」の姿勢を、ケアの基本とすることが

必要です。

1歳児は大人のひざの温もり

の中で本人が絵を楽しむテンポ

にあわせて一緒に読んで楽しみ

ます。ひざの温もりに入りたいと

思って絵本を持って来る子もい

ますが、それでもかまわないので

す。そうしているうち本当に絵本

の世界との出会いが生まれます。

▲お琴にふれ、美しい音色にうっとり



「
あ
る
い
て
ま
い
ろ
う
」

多
賀
三
社
ま
い
り

多
賀
町
の
胡
宮
神
社
・
大
滝
神
社
・
多
賀

大
社
に
歩
い
て
ま
い
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

事
前
の
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時
■
4
月
2
日
（土）
※
小
雨
決
行

9
時
45
分
（
集
合
）

10
時
（
出
発
）

集
合
場
所
■
近
江
鉄
道
多
賀
大
社
前
駅

行
程
■
多
賀
大
社
前
駅→

飯
盛
木→

胡
宮
神

社→

楢
崎
古
墳→

大
滝
神
社
（
昼
食
）

→

梨
ノ
木→

博
物
館→

多
賀
大
社→

多

賀
大
社
前
駅
（
全
約
14
㎞
）

参
加
費
■
無
料

問
い
合
わ
せ
先
■
多
賀
町
観
光
協
会
㈲
2
‐

2
3
4
9
（電）
4
8
‐
2
3
6
1
／
役
場

企
画
課
㈲
2
‐
2
0
1
8
（電）
4
8
‐
8

1
2
2

予
備
自
衛
官
補
・
幹
部
候
補
生
募
集

《
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
）（
技
能
）
》

対
象
■（
一
般
）日
本
国
籍
を
有
し
、
18
歳
以

上
34
歳
未
満
（
技
能
）日
本
国
籍
を
有

し
、
18
歳
以
上
55
歳
未
満
（
保
有
資
格

に
よ
り
年
齢
が
異
な
り
ま
す
）

受
付
期
限
■
4
月
9
日
（金）

試
験
日（
1
次
）■
4
月
16
日
（土）
か
ら
同
18
日

（月）
ま
で
で
指
定
さ
れ
た
1
日

《
幹
部
候
補
生
》

対
象
■
20
歳
以
上
26
歳
未
満

※
22
歳
未
満
は
大
卒
者（
見
込
み
含
む
）

受
付
期
間
■
4
月
4
日
（月）
〜
5
月
13
日
（金）

試
験
日（
1
次
）■
5
月
21
日
（土）
、
同
22
日
（日）

（
飛
行
要
員
の
み
）

問
い
合
わ
せ
先
■
自
衛
隊
彦
根
募
集
事
務
所

（電）
2
6
‐
0
5
8
7

人
口
動
態
職
業
・
産
業
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

厚
生
労
働
省
大
臣
官
房
統
計
情
報
部

人
口
動
態
・
保
健
統
計
課

厚
生
労
働
省
で
は
毎
年
人
口
動
態
調
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
調
査
は
皆
さ
ん
か

ら
の
出
生
・
死
亡
・
死
産
・
婚
姻
お
よ
び
離

婚
の
各
届
書
を
も
と
に
、
出
生
や
死
亡
の
状

況
な
ど
を
調
べ
る
も
の
で
す
が
、
国
勢
調
査

の
行
わ
れ
る
年
に
は
、
届
書
に
職
業
の
記
入

も
お
願
い
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。な
お
、

死
亡
届
に
は
、
併
せ
て
産
業
の
記
入
も
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

調
査
結
果
は
、
今
後
の
保
健
福
祉
の
向
上

の
た
め
の
統
計
資
料
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

本
年
は
国
勢
調
査
の
年
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
届
出
を
さ
れ
る
方
々
に
は
ご
面
倒
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

調
査
期
間
■
4
月
1
日
〜
平
成
18
年
3
月
31

日
（
1
年
間
）

調
査
対
象
者
■
出
生
届
・
死
亡
届
・
死
産

届
・
婚
姻
届
お
よ
び
離
婚
届
の
届
出
を

さ
れ
る
方
々

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
隊
員
募
集

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
で
は
、自
然
の
雄
大
さ
、

厳
し
さ
を
自
然
か
ら
学
ぶ
こ
と
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
精
神
・
環
境
に
対
す
る
意
識
・
チ
ャ
レ

ン
ジ
精
神
の
育
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

小
学
校
1
年
生
か
ら
成
人
ま
で
の
さ
ま
ざ

ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
「
社
会
に
役
立
つ
立
派
な

社
会
人
の
育
成
」
を
目
標
と
し
て
、
一
般
の
社

会
人
が
指
導
者
と
な
っ
て
導
い
て
い
き
ま
す
。

皆
さ
ん
の
加
入
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

随
時
受
付
け
て
い
ま
す
。

対
象
■
小
学
校
1
年
生
〜
成
人
（
性
別
は
問

い
ま
せ
ん
）

活
動
■
年
間
計
画
に
基
づ
い
て
毎
月
2
〜
3

回
の
集
会

経
費
■
ユ
ニ
ホ
ー
ム
代
（
入
隊
時
の
み
）、

隊
費
・
育
成
会
費
と
し
て
1，

0
0
0

円
程
度
（
毎
月
）

指
導
■
町
内
の
成
人
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
■
多
賀
大
社
内
・

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
犬
上
第
一
団
事
務
局

（電）
4
8
‐
1
1
0
1
（Ｆ）
4
8
‐
2
0
2
9

障
害
児
の
学
童
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

障
害
を
も
っ
て
い
る
子
ど
も
の
放
課
後
や

休
日
は
、
家
に
と
じ
こ
も
り
が
ち
で
す
。
そ

こ
で
、「
障
害
を
も
っ
て
い
る
子
ど
も
に
地

域
で
楽
し
い
時
間
を
つ
く
っ
て
あ
げ
た
い
」

と
、
学
童
保
育
を
始
め
ま
し
た
。

一
人
で
も
多
く
の
方
に
ご
協
力
し
て
い
た

だ
き
た
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
あ
な
た
の
力
を
ぜ
ひ
、
お
貸
し
く
だ
さ
い
。

実
施
場
所
■
甲
良
養
護
学
校
（水）
、
あ
す
な
ろ

療
育
セ
ン
タ
ー
（
彦
根
市
）
（土）

実
施
時
間
■
14
時
〜
17
時
（水）
、13
時
〜
17
時
（土）

問
い
合
わ
せ
先
■
「
学
童
保
育
b
u
b
u
」

代
表
　
塚
本
幸
代
（電）
0
9
0
‐
1
5
9

7
‐
0
9
7
8

法
定
外
公
共
物
（
里
道
・
水
路
）
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て

法
定
外
公
共
物（
い
わ
ゆ
る
里
道
・
水
路
）

に
つ
い
て
は
、
3
月
31
日
に
、
各
市
町
に
譲

与
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

従
っ
て
、
里
道
、
水
路
に
か
か
る
左
記
の

申
請
書
等
の
扱
い
に
つ
い
て
は
、
国
（
滋
賀

県
）
か
ら
各
市
町
へ
、
財
産
が
引
き
継
が
れ

ま
す
の
で
、
4
月
1
日
以
降
は
各
市
町
の
担

当
窓
口
に
申
請
ま
た
は
協
議
等
を
お
願
い
し

ま
す
。

ま
た
、
官
民
境
界
確
定
協
議
、
用
途
廃
止
、

都
市
計
画
法
第
32
条
同
意
な
ど
里
道
・
水
路

に
か
か
る
申
請
を
さ
れ
、
そ
の
処
理
が
3
月

30
日
現
在
未
了
と
な
っ
て
い
る
書
類
等
に
つ

い
て
は
各
市
町
に
引
き
継
ぎ
ま
す
の
で
、
各

市
町
と
協
議
等
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
年
度
末
は
、
市
町
へ
の
譲
与
事
務

の
た
め
、
事
務
処
理
の
遅
延
な
ど
も
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
申
請
等
の
時
期
に
つ
き
ま
し

て
は
、
事
情
を
配
慮
の
上
、
十
分
に
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

1．

里
道
、
水
路
に
か
か
る
官
民
境
界
確
定
協
議

2．

里
道
、
水
路
の
用
途
廃
止
、
寄
附
受
納

3．

里
道
、
水
路
に
か
か
る
都
市
計
画
法
第
32
条
協
議

4．

里
道
、
水
路
に
か
か
る
地
区
編
入
承
認

5．

そ
の
他
里
道
、
水
路
に
か
か
る
財
産
管
理

問
い
合
わ
せ
先
■
滋
賀
県
土
木
交
通
部
監
理

課
用
地
対
策
室
（電）
0
7
7‐
5
2
8
‐
4
1

2
3
湖
東
地
域
振
興
局
建
設
監
理
部
管

理
建
築
課
（電）
2
7
‐
2
2
4
3
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【じんけんのしせん】
人 権 の 視 線明

あ

日
す

にかける詩
う た

じ
ぶ
ん
で
決
め
る

今
日
何
を
着
る
か
は

じ
ぶ
ん
で
決
め
る
こ
と

今
日
だ
れ
に
話
す
か
は

じ
ぶ
ん
で
決
め
る
こ
と

今
日
ど
ん
な
曲
を
聴
く
か
は

じ
ぶ
ん
で
決
め
る
こ
と

今
何
を
大
切
に
し
た
い
か
は

じ
ぶ
ん
で
決
め
る
こ
と

じ
ぶ
ん
で
決
め
な
け
れ
ば

だ
れ
が
生
き
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い

じ
ぶ
ん
で
決
め
な
け
れ
ば

じ
ぶ
ん
に
責
任
が
も
て
な
い

明
日
ど
ん
な
じ
ぶ
ん
に
な
り
た
い
か
は

わ
た
し
が

じ
ぶ
ん
で
決
め
る
こ
と

他
人

ひ

と

の
意
見
に
耳
を
傾
け
る
の
は
大
切
な
こ
と
で
す
が
、
つ
い
つ
い
そ
れ
ば
か
り
に
左
右

さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

そ
し
て
、
間
違
っ
た
と
き
、
失
敗
し
た
と
き
に
、
他
人
の
せ
い
に
し
が
ち
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

自
分
で
決
め
て
行
動
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
行
動
に
は
責
任
が
伴
う
と
い
う
こ
と
。
こ
れ

は
私
た
ち
の
生
活
の
す
べ
て
に
通
じ
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（『
人
権
の
絵
本
シ
リ
ー
ズ
1

じ
ぶ
ん
を
大
切
に
』
か
ら
）

岡
山
市
人
権
推
進
室
発
行
　
『
明
日
に
か
け
る
詩
』

天
ぷ
ら
油
に
よ
る
火
災
の
防
止

天
ぷ
ら
油
火
災
の
出
火
の
原
因
を
あ
げ
る

と
、
天
ぷ
ら
を
揚
げ
て
い
る
と
き
に
お
客
さ

ん
が
来
た
り
、
電
話
が
掛
か
っ
て
き
た
り
し

て
、
火
を
消
さ
ず
に
そ
の
場
を
離
れ
、
つ
い

つ
い
話
し
込
ん
で
し
ま
い
火
災
に
な
っ
た
例

が
多
く
あ
り
ま
す
。

天
ぷ
ら
油
は
、
加
熱
し
始
め
て
か
ら
お
よ

そ
15
分
で
燃
え
出
し
ま
す
。
天
ぷ
ら
を
揚
げ
て

い
る
時
は
、
絶
対
に
そ
の
場
を
離
れ
な
い
で
く

だ
さ
い
。
電
話
や
来
客
が
あ
っ
て
も
、
必
ず
火

を
消
し
て
か
ら
対
応
し
ま
し
ょ
う
。「
弱
火
に

し
て
お
け
ば
大
丈
夫
」
と
思
う
の
は
大
き
な
間

違
い
で
す
。
絶
対
に
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

ま
た
、
コ
ン
ロ
の
周
囲
は
整
理
整
頓と

ん

を
し
、

燃
え
や
す
い
物
は
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
天
ぷ
ら
油
火
災
防
止
機
能
な
ど
安
全

装
置
の
あ
る
器
具
を
使
用
す
る
の
も
有
効
な

手
段
で
す
。

万
一
、天
ぷ
ら
油
に
火
が
入
っ
た
と
き
は
、

落
ち
着
い
て
一
番
に
消
火
器
を
離
れ
た
場
所

か
ら
放
射
し
消
火
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
消
火
器
が
な
い
場
合
は
、
鍋
の
大

き
さ
に
合
う
ふ
た
を
手
前
か
ら
縁
に
す
べ
ら

せ
る
よ
う
に
し
て
ふ
た
を
し
て
消
火
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
濡
ら
し
た
シ
ー
ツ
や
タ
オ

ル
を
使
用
し
鍋
の
手
前
か
ら
、
炎
を
覆
い
被

せ
る
よ
う
に
し
て
消
火
す
る
方
法
も
あ
り
ま

す
。
間
違
っ
て
も
水
を
か
け
た
り
、
鍋
を
移

動
さ
せ
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
少
し
の

水
で
も
鍋
に
入
れ
る
と
一
瞬
に
し
て
油
が
飛

び
散
り
大
変
危
険
で
す
。

住
ま
い
も
家
財
も
時
に
は
命
ま
で
奪
っ
て

し
ま
う
火
災
。「
我
が
家
に
限
っ
て
」
と
い

う
自
信
過
剰
は
禁
物
で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
、

地
域
や
事
業
所
で
行
わ
れ
る
防
火
訓
練
な
ど

に
積
極
的
に
参
加
し
て
、
初
期
消
火
な
ど
の

知
識
を
身
に
つ
け
、
火
災
の
防
止
に
心
掛
け

て
く
だ
さ
い
。

行
楽
期
に
お
け
る
火
災
の
被
害
防
止

春
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
の
到
来
と
と
も
に
、

屋
外
で
の
活
動
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
の
時

期
は
、
降
水
量
が
少
な
く
、
空
気
が
乾
燥
し

強
風
が
吹
く
な
ど
林
野
火
災
が
発
生
し
や
す

い
気
候
条
件
と
な
る
こ
と
が
多
く
、
火
災
発

生
の
増
加
が
み
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は
、
春
の
行
楽
地
に
お
け
る

出
火
被
害
防
止
の
例
を
紹
介
し
ま
す
。

★
春
の
行
楽
期
を
火
災
の
な
い
楽
し
い
も
の

に
す
る
た
め
に

◎
た
ば
こ
は
灰
皿
な
ど
が
あ
る
と
こ
ろ
で

吸
う
か
、
携
帯
用
灰
皿
を
携
行
し
、
投

げ
捨
て
は
絶
対
し
な
い
こ
と
。

◎
紙
屑
な
ど
の
ゴ
ミ
類
は
火
災
発
生
の
原

因
と
な
る
た
め
各
自
で
必
ず
持
ち
帰
る

こ
と
。

行
楽
を
楽
し
む
人
が
各
自
で
防
火
に
関
す

る
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
火
災
の
な
い
行
楽

期
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。
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消防
犬上分署・多賀町消防団

平
成
１６
年
度
防
火
標
語

火
は
消
し
た
？
い
つ
も
心
に
き
い
て
み
て

電話●48-8121
E-mail somu@tagatown.jp 総務課
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診
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■ 広報 2005年3月号15

『縦覧』とは

固定資産税の納税者が、自己の土地や家屋の評価額が適

正であることを確認するために実施されるものです。

◇ご覧いただくもの

イ）土地価格等縦覧帳簿

記載事項：町内の土地の所在、地番、地目、地積、価格

ロ）家屋価格等縦覧帳簿

記載事項：町内家屋の所在、家屋番号、種類、構造、

床面積、価額

※土地家屋の所有者や税額などは、縦覧の対象には

含まれません。

◇縦覧帳簿をご覧いただける方

●土地価格等縦覧帳簿は、1月1日現在において町内に課

税対象土地を所有されている方。

●家屋価格等縦覧帳簿は、1月1日現在において町内に課

税対象家屋を所有されている方。

◇平成16年度の縦覧期間（予定）

4月1日（木）～5月31日（月）

◇縦覧時に必要なもの

●印鑑および本人確認について納税通知書、課税明細書、

運転免許証等の提示

『閲覧制度』とは

「閲覧制度」は、①納税者本人の資産について固定資産課

税台帳により確認していただくものですが、②有償で土地や

家屋を借りている方や③固定資産を処分する権利のある一定

の方も、対象資産を限定して閲覧できます。

閲覧対象の固定資産は

①の方は当該納税者のすべての固定資産。

②の方は当該権利の目的である土地（家屋および敷地）

③の方は当該権利の目的である固定資産

※②③の場合、当該権利を証する書類の提示が必要です。

◇閲覧に必要なもの

納税者本人⇒印鑑および運転免許証等の本人を証明する者

の提示

借地借家人や権利を有する方⇒賃貸契約書や資産処分に関

する選任書など権利を証明する書類の提示

法人⇒委任状もしくは社印、ならびに社員証明書等代理人本

人であることの確認できるものが必要です。

「
現
役
世
代
の
負
担
と
受
給
世
代
の
給
付

の
バ
ラ
ン
ス
の
見
直
し
」
と
「
多
様
な
生
き

方
・
働
き
方
に
対
応
で
き
る
仕
組
み
」
を
大

き
な
柱
に
さ
ま
ざ
ま
な
改
正
が
行
わ
れ
ま
す
。

1．

国
民
年
金
保
険
料
1
3，

5
8
0
円

平
成
17
年
4
月
か
ら
平
成
18
年
3
月
ま
で

1
カ
月
1
3，

5
8
0
円
と
な
り
ま
す
。

2．

若
年
者
納
付
猶
予
制
度
の
導
入

現
在
、国
民
年
金
保
険
料
の
申
請
免
除
は
、

被
保
険
者
本
人
に
所
得
が
な
く
て
も
世
帯
主

で
あ
る
親
の
所
得
が
多
け
れ
ば
承
認
さ
れ
ま

せ
ん
。

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
30
歳
未
満
の
若
年

者
に
つ
い
て
は
、
被
保
険
者
本
人
と
そ
の
配

偶
者
の
所
得
が
免
除
の
所
得
要
件
を
満
た
し

て
い
れ
ば
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
は
、
年
金
手

帳
・
印
鑑
・
所
得
の
少
な
い
こ
と
が
わ
か
る

も
の
（
所
得
証
明
書
等
）
を
ご
持
参
の
う
え
、

役
場
環
境
生
活
課
の
窓
口
で
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

こ
の
納
付
猶
予
の
承
認
は
毎
年
7
月
か
ら

翌
年
6
月
ま
で
で
す
。
た
だ
し
、
途
中
で
30
歳

に
到
達
す
る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
30
歳
に
到

達
す
る
月
の
前
月
ま
で
の
承
認
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
平
成
17
年
度
の
承
認
期
間
に
つ
い

て
は
平
成
17
年
4
月
か
ら
平
成
18
年
6
月
ま

で
と
な
り
ま
す
。

3．

特
定
障
害
者
に
対
す
る
特
別
障
害
給
付

金
の
支
給

国
民
年
金
制
度
の
発
展
過
程
に
お
い
て
、

任
意
加
入
期
間
（
強
制
加
入
で
は
な
い
が
任

意
に
申
出
す
れ
ば
国
民
年
金
に
加
入
で
き
る

期
間
）
に
任
意
加
入
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
障
害
基
礎
年
金
が
受
給
で
き
な
か
っ

た
方
に
特
別
障
害
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
額
は
、
1
級
で
月
額
5
万
円
、
2
級

で
月
額
4
万
円
と
な
り
ま
す
。

手
続
き
は
、
環
境
生
活
課
の
窓
口
で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

対
象
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
昭
和
61
年
3
月
31
日
以
前
に
初
診
日
が
あ

り
、
そ
の
当
時
被
用
者
年
金
各
法
（
厚
生
年

金
保
険
法
、
各
共
済
組
合
法
等
）
の
被
保
険

者
等
の
配
偶
者
で
あ
り
、
か
つ
国
民
年
金

法
の
任
意
加
入
被
保
険
者
で
な
か
っ
た
方

で
あ
っ
て
、
そ
の
傷
病
に
よ
り
現
に
国
民

年
金
の
障
害
等
級
に
該
当
す
る
程
度
の
状

態
に
あ
る
方
。

②
平
成
3
年
3
月
31
日
以
前
に
初
診
日
が
あ

り
、そ
の
当
時
学
生
ま
た
は
生
徒
で
あ
り
、

か
つ
国
民
年
金
の
任
意
加
入
被
保
険
者
で

な
か
っ
た
方
で
あ
っ
て
、
そ
の
傷
病
に
よ

り
現
に
国
民
年
金
の
障
害
等
級
に
該
当
す

る
程
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
方
。

お
問
い
合
わ
せ
■
滋
賀
社
会
保
険
事
務
局
彦

根
事
務
所
　
（電）
2
3
‐
1
1
1
1
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たばこを買うときは、地元の小売店で買いましよう。 税 知ってますか？税の
こんなことあんなこと
税務課 ㈲2‐2041（電）48‐8113 E-mail zei@tagatown.jp

4
月
か
ら
年
金
制
度
が
変
わ
り
ま
す

環
境
生
活
課
か
ら
の
お
し
ら
せ
（有）
2-

2
0
3
1

（電）
4
8-

8
1
1
4

E
-m
a
ilk
a
n
k
y
o
@
ta
g
a
to
w
n
.jp

今月の町税（納期限2月28日） 固定資産税　第4期　　国民健康保険税　第10期

■固定資産税の縦覧期間と閲覧相
　
　
　
　
談

行　　　事　　　名 実　施　日 受 付 時 間 対　　　象　　　者

すくすく相談 4月12日（火）
子どもさんの健康、子育てについて等子どもさんに関す
るご相談を受け付けています。

すこやか相談 4月19日（火） 10:00～11:00

ご自分の健康について、ご相談になりたい方は、お気軽
にご利用ください。血圧測定、尿検査、体脂肪測定も無
料でできます。

いきいき相談 4月26日（火）
「最近、物忘れがひどくなったかな？」と不安に思われ
る方ならどなたでもご相談ください。

介護相談 随　　　　　　　　　時 痴ほうや寝たきり等の方のお世話でお困りの方
4カ月児健診（離乳食教室） 4月 4日（月） 13:00～13:15 H16年11月生まれの乳児
10カ月児健診 13:15～13:30 H16年5月生まれの乳児

2歳6カ月児歯科健診 4月 5日（火）
13:00～13:15

H14年9月・10月生まれの幼児
3歳6カ月児健診 4月13日（水） H13年9月・10月生まれの幼児
整形外科健診 4月27日（水） 13:40～14:00 H17年1月・2月生まれの乳児

三種混合 4月14日（木）
（Ⅰ期初回）生後3カ月～90カ月までの乳幼児で3～8
週間の間隔で3回未接種の乳幼児

13:30～14:30 （Ⅰ期追加）Ⅰ期初回3回目接種後、1年以上たった幼児

ポリオ生ワクチン 4月22日（金）
生後3カ月～90カ月の乳幼児で6週以上の間隔をおいて2

回の投与を受けていない児

BCG予防接種
4月 4日（月） 4月から結核予防法の改正により対象が生後6カ月までの
4月27日（水） 乳児となります。

☆各健診および予防接種には必ず母子手帳・予診表をご持参ください。
☆2歳6カ月児歯科健診、3歳6カ月児健診（尿検査があります）を受けられる方は、歯ブラシとコップを持ってきてください。
☆9～10カ月児健診には、お子さんと同居されているおばあちゃん・おじいちゃんもぜひお越しください。
☆BCG予防接種は、乳児健診、整形外科健診と同時に行う予定です。対象の方には個人通知しますので、受付時間等
をご確認ください。

皆さんの健康づくりを応援するために「ふれあいの郷」では、毎月ト

レーニング室で健康セミナーを開催しています。4月は運動不足解消教

室です。

『春までに運動不足を解消しよう』をテーマにしています。なお、通常

のトレーニング室のご利用には、利用講習会を受講していただく必要が

あります。

ぜひ、受講していただき健康づくりにお役立てください！

4月のご案内

［利用対象者］ 18歳以上の方
［利用料］ 町内在住・在勤の方　200円

町外の方　300円
［その他］ 運動のできる服装・運動靴・タオルをご準備ください。
［トレーニング室利用時間］
10:00～20:30
3月にトレーニング室が利用できない日
毎週日曜日、第2・4月曜日（休日が祝日の場合は翌日も）、21日（振替休日）

〈健康セミナー運動不足解消教室〉

4月8日（金） 10:30～11:15

23日（土） 13:30～14:15

23日（土） 18:00～18:45

〈利用講習会〉

4月8日（金） 13:30～14:30

23日（土） 14:30～15:30

23日（土） 19:00～20:00

おめでた・おくやみ
1月21日～2月20日 届出分【環境生活課】

多賀町総合福祉保健センター　ふれあいの郷
有線 2-2021 電話 48-8115 E-mail fukushi@tagatown.jp

多賀町福祉保健センター　ふれあいの郷

トレーニング室からのお知らせ

保健業務　場所：多賀町総合福祉保健センター　ふれあいの郷 （平成17年4月）

生まれました

★山
やま

本
も と

青
そ

空
ら

（敏満寺） 隆　行
真　代

★中
なか

村
む ら

将
ま さ

彰
あ き

（猿　木） 泰　敏
千恵子

おくやみ申しあげます

◆岸 治 （多　賀） 52歳

◆小菅進一郎 （八重練） 69歳

◆北川政太郎 （富之尾） 94歳

◆ 我惣次郎 （土　田） 85歳

◆田中シヅエ （月之木） 63歳

◆森下　　量 （土　田） 80歳

◆K田　はな （多　賀） 78歳

◆田斉　次男 （多　賀） 77歳

◆滝川　音彌 （四　手） 79歳

◆集治　正一 （大　杉） 82歳

曽 曾

邊辺 

乳
児
検
診

予
防
接
種
※
「
予
防
接
種
手
帳
」を
必

ず
お
読
み
く
だ
さ
い
。

※受付時間等は
通知します。
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表紙の写真
3月7日、多賀ささゆり保育園
で、町内の保育園児を対象に交
通安全教室が開催されました。
彦根・犬上地区交通安全対策連
絡協議会のメンバーが、わかり
やすく楽しく交通安全について
お話をしました。
その後、横断歩道を渡る練習

をしました。
最後に園児全員で、“5つのお

約束”を大きな声で読み上げま
した。
園児は、真剣な表情で交通安

全について学習しました。
なお、新入学（園）児の交通事
故防止運動が、3月15日から始
まっています（4月15日まで）。

鈴鹿山系の緑と芹川・犬上川の清流に恵まれた多賀町に住むわたくし
たちは、日常生活の心構えとしてこの憲章を定めます。
わたくしたち多賀町民は
一、郷土に住む喜びを感謝し、平和で明るい町をつくります。
一、歴史と伝統を生かし、教養を深め、かおり高い文化の町をつくり
ます。

一、互いに励まし助けあい、心のふれあう町をつくります。
一、清くたくましい青少年のそだつ、健全な町をつくります。
一、働くことに喜びをもち、しあわせな家庭、豊かな町をつくります。

昭和53年11月10日制定

多賀町町民憲章

ふるさとクロスワードパズル

ヒント■学校ともお別れ
です。

もんだい■
クロスワードを解答して、
二重枠の文字を並び替え
てできる言葉をお答えく
ださい。

先
月
号
の
こ
た
え
は
…

タ
ガ
タ
イ
シ
ャ
マ
エ
エ
キ
（
多
賀
大
社
前
駅
）

で
し
た
。

①
行
動
の
理
由
づ
け
と
な
る
は
っ
き

り
し
た
根
拠
。

②
鋭
い
○
○
○
○
の
批
評
。

③
光
り
輝
く
も
の
の
た
と
え
。

④
大
体
の
よ
う
す
。

⑦
算
○
○
。
○
○
学
。
小
○
○
点
。

⑧
野
球
で
、
投
手
が
投
球
を
行
う
場

所
。

⑩
大
地
震
の
後
に
引
き
続
い
て
お
き

る
ゆ
り
か
え
し
。

⑫
む
だ
。
て
ぬ
か
り
。

⑮
○
○←

→

南
。

⑯
ゴ
ム
の
よ
う
な
弾
力
を
持
つ
、
か

ん
で
味
わ
う
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
。

縦
の
カ
ギ

官
製
は
が
き
で
、
解
答
と
「
広
報
た

が
」
へ
の
お
た
よ
り
（
俳
句
・
短
歌
・

川
柳
・
イ
ラ
ス
ト
）
や
ご
意
見
を
役
場

企
画
課
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
有
線

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
結
構
で
す
。

有
線
Ｆ
Ａ
Ｘ
2-

2
0
1
8

Ｅ
メ
ー
ル
で
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

<
ta
g
a
@
ta
g
a
to
w
n
.jp
>

締
め
切
り
は
4
月
10
日
で
す
。
正
解

者
の
中
か
ら
抽
選
で
10
人
の
方
に
粗
品

を
進
呈
い
た
し
ま
す
。
発
表
は
景
品
の

発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

な
お
、
お
た
よ
り
の
内
容
は
抽
選
と

は
無
関
係
で
す
。

応
募
方
法

多賀町 ひとの動き （平成17年2月末 現在）

世　　帯　　数 2,617世帯（＋3）

人　口
8,458人
（＋7人）

男　性 4,026人（＋4）

女　性 4,432人（＋3）

編／集／後／記
来月号から『広報たが』の発行日

が2週間ほど早くなります。その

月の初旬に、皆さんのお手元にお

届けしたいということで、変更さ

せていただきますsまた、来年度

は、『多賀町町制50周年』です。紙

面も一新します。また、クロスワ

ードパズルはひとまずお休みさせ

ていただき、記念クイズを掲載し

ようと考えていますs来年度も

『広報たが』をご愛読いただけるよ

うにがんばります。

kikaku@tagatown.jp （は）

①もっぱら他人の力をあてにす

ること。

⑤金利。利息。

⑥○○○ ←→順。

⑦物と物との間の少しあいてい

るところ。

⑨聞きいれて許すこと。

⑪国際標準化機構の別称。

⑬阿○○の呼吸。

⑭ホテルや航空券の予約。

⑰ハチが花から集めてつくる甘

い粘液。

横のカギ

★多賀町ホームページでもご覧いただけます★

① ② ③ ④ 

⑤ 

⑥ ⑦ ⑧ 

⑨ 

⑪ ⑫ ⑬ 

⑭ ⑮ ⑯ 

⑰ 

⑩ 

http://www.tagatown.jp/

古
紙
配
合
率
100％

再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

広
報
た
が

広
　
　
報
　
た
　
が
　
3
月
号
　
　
　
　
発
行
■
多
賀
町
役
場
　
編
集
■
企
画
課
〒

522‐
0341

滋
賀
県
犬
上
郡
多
賀
町
多
賀
3
2
4
電
話

0
7
4
9‐
4
8‐

8
1
2
2

毎
月
発
行
　
通
巻
第
6
9
1
号
　
印
刷
■
有
限
会
社
エ
ー
・
サ
イ
ト

心のギャラリー心のギャラリー掲・示・板

平成17年1月14日生まれ

山本 青空ちゃん（敏満寺）

コメント★これから楽しい思い

出いっぱいつくろうな

来
月
号
か
ら
「
ふ
る
さ
と

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
」

の
替
わ
り
に
、「
多
賀
町

町
制
50
周
年
記
念
ク
イ

ズ
」
を
し
ま
す
。


